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市
政

鶴
岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

平
成
28
年
度
年
次
報
告

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
向
け
て
策
定
し
た
「
第
２
次
鶴

岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
役
所
等
で
行
う
全
て
の
業
務
に
伴
う

同
ガ
ス
排
出
量
を
、
平
成
25
年
度
～
29
年
度

の
５
年
間
で
平
均
５
％
（
対
22
年
度
比
）
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

28
年
度
の
同
ガ
ス
排
出
量
は
、
４
万
２
、
５

２
６
・
４
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
で
、
22
年
度
に
比
べ

７
・
３
５
％
の
減
で
し
た
。
本
市
で
は
、
引

き
続
き
節
電
と
省
エ
ネ
に
努
め
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８　

■他
市
HP

健
康
・
福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
５
民
生
区
（
第
五
学
区
）
…
今
野
弘
美

（
文
下
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
月
々
の
負

担
の
上
限
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
利
用
分
か
ら
一
般
区
分
（
市
民
税
課

税
世
帯
）
の
月
額
上
限
額
（
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
基
準
・
現
３
万
７
、
２
０
０
円
）

が
４
万
４
、
４
０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。
な
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お
、
１
割
負
担
の
被
保
険
者
の
み
の
世
帯
に

は
、
年
間
を
通
し
て
の
負
担
額
が
増
え
な
い

よ
う
に
３
年
間
の
時
限
措
置
が
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

健
康
意
識
・
行
動
調
査
を
実

施
し
ま
す

　

保
健
施
策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
下
旬
か
ら
9
月
下

旬
ま
で
に
、
各
地
域
の
保
健
衛
生
推
進
員
が

次
の
方
の
お
宅
に
調
査
票
を
配
布
し
、
後
日
、

回
収
に
伺
い
ま
す
。
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

■対
市
民
約
５
千
人
を
無
作
為
抽
出　

■問
本
所

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

高
齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
５
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正

８
年
生
ま
れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１

０
０
歳
の
方
（
大
正
6
年
４
月
１
日
～
大
正

７
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
９
２

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動　
　
　
　
　

日
曜
日
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
15
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
９
時
30
分　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
、
次
の
年
齢
に
な
る

女
性
各
先
着
25
人
（
子
宮
が
ん
検
診
…
20
歳

以
上　

乳
が
ん
検
診
…
40
歳
以
上
の
偶
数
年

齢
）　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
8
月
28
日
○月
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ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除
制
度
あ
り
（
要

事
前
申
請
）

少
し
早
目
の
帰
宅
で
受
診
で
き
ま
す　
　
　
　
　

サ
ン
セ
ッ
ト
乳
が
ん
検
診

■日
11
月
６
日
○月
、
14
日
○火　

■
受
付
時
間

午
後
４
時
～
４
時
40
分　

■場
荘
内
地
区
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
40
歳
以
上
の
偶

数
年
齢
に
な
る
女
性
先
着
40
人　

■費
１
、
２

０
０
円　

■申
９
月
15
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内

線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
免
除
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

年
金
・
医
療

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保

険
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
8

月
31
日
○木
で
す
。
9
月
１
日
○金
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と

め
て
８
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
記
載
内

容
を
確
認
し
、
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
９
月
以
降
に
医
療
機
関
等
で

受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

○身
医
療
証
（
一
部
負
担
あ
り
）

の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

   

８
月
１
日
○火
か
ら
重
度
心
身
障
害
（
児
）

者
医
療
証
（
一
部
負
担
あ
り
）
の
自
己
負
担

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。
外
来
は
医
療
機
関
、

薬
局
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
１

か
月
に
つ
き
１
万
４
、
０
０
０
円
（
年
間
上

限
14
万
４
、
０
０
０
円
）、
入
院
は
医
療
機

関
ご
と
に
１
か
月
に
つ
き
５
万
７
、
６
０
０

円
に
変
わ
り
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

に
つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
29
年
度

は
月
額
１
万
６
、
４
９
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合

は
、
付
加
年
金
も
繰
上
げ
・
繰
下
げ
に
な
り
、

受
け
取
る
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率

で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
29
年
度
現
況
の
届
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
届
出
期
間
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険
法
で
定
め
る
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
を
受

給
で
き
る
方
は
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
〉）　

▼
共
通　

■対
20
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方　

■他
市
HP
。
要
事
前
相
談

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
・
■
会
場
（
就
学
予
定
校
）　

9
月
14
日

○木
…
豊
浦
小
（
同
校
）　

15
日
○金
…
藤
島
小

（
藤
島
地
域
の
小
学
校
）　

20
日
○水
…
朝
暘
一

小
（
同
校
）、
京
田
小
（
同
校
、
栄
小
）　

21

日
○木
…
湯
野
浜
小
（
同
校
）、あ
さ
ひ
小
（
同

校
）　

26
日
○火
…
大
山
小
（
同
校
）　

27
日

○水
…
西
郷
小
（
同
校
）　

28
日
○木
…
朝
暘
二

小
（
同
校
）　

29
日
○金
…
朝
暘
五
小
（
同
校
）　

10
月
４
日
○水
…
朝
暘
三
小
（
同
校
）、
櫛
引

公
民
館
（
櫛
引
地
域
の
小
学
校
）　

５
日
○木

…
朝
暘
六
小
（
同
校
）　

６
日
○金
…
朝
暘
四

小
（
同
校
）　

11
日
○水
…
あ
つ
み
小
（
温
海

地
域
の
小
学
校
）、
黄
金
小
（
同
校
、
斎
小
）　

等
を
確
認
し
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
受
付
会
場　

■日
・
■場
８
月
１
日
○火
～

4
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
４
時
・
市
役
所
本

所
４
階
４
０
１
会
議
室
、
14
日
○月
～
18
日
○金

午
前
９
時
～
午
後
７
時
・
同
６
階
大
会
議
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ 

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■対
資
格
取

得
の
た
め
の
養
成
機
関
に
1
年
以
上
通
学
す

る
方
（
最
長
３
年
間
）　

■
支
給
額　

月
額

７
万
５
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
月
額
10
万
円
）　

■他
給
付
金
を
受
給
し
て

い
る
方
を
対
象
に
助
成
制
度
（
生
活
応
援
給

付
金
〈
■
支
給
額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま

い
応
援
給
付
金
〈
■対
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん

で
い
る
方　

■
支
給
上
限
額　

月
額
２
万

円
〉）
あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保
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12
日
○木
…
大
泉
小
（
同
校
、
上
郷
小
）、
広

瀬
小
（
羽
黒
地
域
の
小
学
校
）　

25
日
○水
…

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）（
未

受
診
者
）　

■対
平
成
23
年
４
月
２
日
～
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予

定
者
（
東
日
本
大
震
災
で
の
避
難
等
で
本

市
に
住
所
の
な
い
児
童
も
受
診
が
必
要
で

す
）　

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
５

税
・
生
活
・
そ
の
他

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

９
月
１
日
は
防
災
の
日 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
７

　

東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
に
、
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ
と

を
目
的
に
、防
災
の
日
の
前
後
１
週
間
は「
防

災
週
間
（
８
月
30
日
～
９
月
５
日
）」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場
所

や
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く

と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を

習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■日
８
月
29
日
○火
～
９
月
１
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

■場
市
役
所
本
所　

■内
各
種
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
・
非
常
持
出
袋
・
防
災
資
機
材

の
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
そ
生
法
の

講
習
、
防
災
に
関
す
る
相
談
窓
口
開
設
等

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
だ
ち
ゃ

豆
を
食
べ
て
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
市
長
の
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や

庄
内
空
港
・
加
茂
水
族
館
等
で
の
振
る
舞
い

も
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３

鶴
岡
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙 

施
設
等
の
不
在
者
投
票
事
務
説
明
会

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
県

か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
等
の
職
員
を
対
象
と
し
た
、
事
務
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

■日
８
月
29
日
○火
午
前
10
時　

■場
市
役
所
本
所

■申
８
月
22
日
○火
ま
で
本
所
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
内
線
６
４
１
へ

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
８
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
３
へ

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

荘内病院

安心して受診できるように
チーム医療に取り組んでいます

▼ライフサポート委員会
　事務職員も含めた全職員が救命措置を
実践できるように、訓練・講習会を実施
しています。また、市内の医療従事者を
対象に、患者の突然の心停止へのチーム
での対処方法を学ぶ講習会を開催し、地
域の救急対応技術の向上を図っています。

▼呼吸サポートチーム（RST）
　人工呼吸器を装着した患者が早期に回
復できるように、呼吸器外科医師、麻酔
科医師、臨床工学技士、薬剤師、理学療
法士、看護師がチームを組み、平日の毎
朝、人工呼吸器を外すことができるか等
について検討しています。また、人工呼
吸や呼吸ケアに関する院内講演会や検討
会を開催し、安全かつ適正な管理ができ
るように取り組んでいます。

医療サービス向上の取り組み
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

医師修学資金貸与基金を設置しました
　市内の企業「ＵＳグループ」から寄附
を受け、医師修学資金貸与基金を新設し
ました。荘内病院に勤務する医師の確保
を目的とした、医学生への貸与資金の一
部として活用されます。


